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基盤教育実習の終盤には授業実践を行った。実践の内容は，主に 1 月（3 学期）より 8 時間構成で
の体育科器械運動領域の跳び箱運動の単元であり，授業づくり及び授業実践を行った。その際には自
身の研究テーマの視点を踏まえるため，構成主義的学習観をもとに機能的特性に触れることができる





教師の仕事については，担任教師の 1 日の職務を間近で見ることができたこと。1 日の中では，児
童と接する授業や生活指導，学級経営，さらには児童と直接は関係しないところでも宿題チェックや
授業計画など様々なものがあることが分かった。その中でも特に印象的だったことは，学級経営につ
いてである。学級経営は特別活動の時間や生徒指導等により学級生活の中で総合的に行われるもので
あるが，所定のクラスで実習を行う中で児童を認めることが一番大切になるのではないかと感じた。
実習を行ったクラスでは，係活動や委員会の活動の場が 1日の生活の中に取り入れられており，クラ
スの一人ひとりが活躍できる機会が保障されていた。役割を果たすことができた時に，教師や周りの
児童が感謝の気持ちを表することによって，児童の自己肯定感が高まっていることが伺えた。そして
この自己肯定感の高まりが結果として学級経営に繋がっていると感じた。また，その際に必要となっ
てくるのが，児童の性格や人間関係，家庭環境といった児童の実態把握であり，児童の実態に合った
言葉かけが必要となることが分かった。児童の実態把握の大切さを改めて認識し，児童の観察や児童
との関わりを大切にしながら実態把握に取り組み，実態を把握することができてきた。 
課題については，体育科の器械運動領域にあたる跳び箱運動の単元を持たせてもらい，授業実践を
行うことで明らかとなった。 
自身の研究テーマとして構成主義的学習観という学習観をポイントとしているが，それについて私
自身が整理できていないということである。理論を実践レベルで考えた際に，児童の実態や学習環境
に合わせた理論の援用に困難を感じた。来年度の課題探究実習のことを考えても，改めて自身の研究
（理論）について改めて精査することが課題であることが分かった。来年度の実習に向けて改めて理
論構築を行いたい。 
また，授業の実践力としてもさらなる向上が課題となることが見えてきた。児童の課題意識を高め
ること及び課題意識へ向かう意欲の向上において不十分さが伺え，どのような手立てが有効であるの
かを掴むことができなかった。これについては，今後の実習においてさらなる実践の機会を頂き，実
践経験を積む中で，基盤教育実習においての授業参観等で学んだことを実際に自身の実践で試したり，
メンター教員に助言を頂いたりしていきたいと考える。 
 
